
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 46 （回答者数）
23

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者との信頼関係を構築していく

2

・継続していきたい

・児童1人ひとりの個性や特性を理解したうえでの対応を行っ

ていく

3

・マンネリ化しないように、新しい取り組みも取り入れてい

く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・パーテーションなど、仕切りを取り入れて、静と動の活動

を分けたり、個別支援が行いやすいようにしていく

2

・適宜、児童の様子を見守りながら、必要に応じて個別対応

や小集団での対応を行っていく

・欠員分を増加する

3

・モニタリングなどでの来所の際に、児童の様子を見てもら

い、質疑応答などの時間を設ける

・事業所と保護者のパイプを太くしていく必要がある

個別支援の客観性や支援内容 ・児童の姿に寄り添いながら、保護者のニーズの掬い出しを

行った

利用者や児童への丁寧な説明をする ・計画に沿ってサービスが行われているのか、わかりやすいよ

うに日々の申し送りや、帳面での情報共有を行った

児童が通所を楽しみにしている ・児童の興味・関心を引く療育プログラムの作成

家族支援が弱い ・保護者が直接、児童の姿を見る機会が少ない

・事業所との信頼関係が未構築の過程が多いのではないか

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

部屋が狭い ・静と動の活動がワンフロアで行われている。

人員配置が少ない気がする ・個別対応などの時間が十分に取れるための人員が不足してい

る

2025年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ゆにぞんすてっぷ

○保護者評価実施期間
2025年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


